
豊かな感性きらり
宮日ジュニア展特選作など決定

第
４８
回
富
日

ジ

ュ

ニ

ア

展

（３
聞
社
、
県
造
形

教
育
研
究
会
主

催
）
の
中
央
審

査
は
２０
日
、
宮

崎
市
の
高
同
小

で
あ

っ
た
。
県

内
１１
地
区
の
審

査
を
通
過
し
た

国
児
、
小

。
中

学
生
の
絵
画
、

版
画
、
デ
ザ
イ

ン
画
計
７
２
５
点
を
、
同
研
究
会

の
教
諭
ら
２９
人
が
審
査
。
特
選
”

点
、
準
特
選
５５
点
、
優
良
２
２
６

上ヽ

入
選
４
２
２
点
が
決
ま
っ
た
。

〈石
場
で
は
全
葎
品
を
並
べ
、
楽

し
み
な
が
ら
伸
び
伸
び
と
表
現
で

き
て
い
る
か
、
成
長
に
応
じ
た
工

夫
や
独
創
性
が
見
ら
れ
る
か
な
ど

を
基
準
に
作
品
を
絞
り
込
ん
だ
。

同
研
究
会
中
学
校
幹
事

で
同
展
担

当
の
家
村
誠
さ
ん
（４９
）
‐―
同
市

・

清
武
中
＝
は

「
子
ど
も
た
ち
の
生

き
生
き
と
し
た
感
性
あ
ふ
れ
る
力

作

ぞ

ろ

い
で
、

見
応
え

が
あ

っ

た
。
多
く
の
人
に
見
に
来
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

入
賞
、
入
選
作
は
２
月
５
，
１２

日
、
同
市
の
み
や
ざ
き
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
展
示
。
入
場
無
料
。
表

彰
式
は
同
１２
日
午
前
ｎ
時
か
ら
、

同
市

の
富
日
会
館
で
行
う
。
問
い

合
わ
せ
は
宮
崎
日
日
新
間
社
事
業

局
８
０
９
８
５

命
Ｃ
９
３
０
３
。

特
選
、
準
特
選
の
入
賞
者
ば
次

の
通
り
。

（敬
称
略
。
優
良
、
入

選
影

が

早

冨

型
査
奈

（延
岡
市

・
認
定
こ
ど
も
園
こ

乃
衣
（本
城
１
年
）
▽
小
学
生
ｌｉ
日
高

「緩

釜
谷
６
ｅ

ｍ
涯
塁
耗

肴

明
６
年
）
山
内
松
貴
介秋
轡
ｂ
年
）
川

葬
萎
骰
鮮
（申

藤
佑
真

（市
木
５
年
）
中
村
淳

之
助

（福
島
６
年
）
深
江
夏
鈴

（北
方
６

３

曝
襲

彙

（本

百

３

全
副
田
潤

一
郎
）

＝
上
位
の
本
県
関
係
分
＝

▽
幼
年
年
長
１７
ご
級
②
鈴
木
菜
花

（く
し
ま
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ス
）③
麺
原
大

晟

（都
裁
）
▽
同
１９
ご
級
③
川
崎
綜
友

（く
し
ま
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ス
）
▽
同
２．

ど
級
②
前
田
結
音

（宮
崎
イ
ー
ス
ト
）

▽
小
学
１
・
２
年
１９
計
級
①
鶴
大
志

金
馨
Ｏ
②
河
野
を
十
（已

▽
同
２．

計
級
③
中
村
紅
杏

（日
南
ち
び
っ
子
）

一ハ
明
＝
ゾ
対
Ｈ
ズ
Ч
▽
同
２３
ξ
級
①
川

崎
堅
心

（く
し
ま
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ス
）

③
末
平
偉
楓

（都
域
）
▽
同
２８
ご
級
②

仙
波
那
琉

（宮
崎
イ
ー
ス
ト
）
③
永
吉

光
汐

（く
し
ま
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ス
）
▽

易

♂
８

雖

貸

馨

▽
小
学
３
・
４
年
３．
計
縁
②
河
野
功

多
朗

（宮
崎
イ
ー
ス
ト
）
▽
同
３２
辞
級

②
新
原
優
翔

（都
城
）
▽
同
４４
Ｊ
縁
①

田
原
想
羅

（宮
崎
イ
ー
ス
ト
）

▽
小
学
５
・
６
年
２８
ぎ
縁
①
石
山
竜

成
含
醒
も
▽
同
３６
ご
級
②
河
野
兼
多
朗

（宮
崎
イ
ー
ス
ト
）
▽
同
５．
ざ
級
①
末
平

海
雄
含
馨
υ
▽
同
女
子
３２
庁
級
②
免
玉

裕
美
菜
含
晨
り
●
―
ス
ト
）③
水
谷
こ
こ

ろ
？
しヽ
ま
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ス
）▽
同
女

子
３４
♂
級
③
鶴
瑠
奈
会
馨
ψ
▽
同
女
子

４２
計
縁
③
仙
波
仁
那
（宮
崎
イ
ー
ス
ト
）

▽
中
学
５４
♂
級
③
河
野
偉
舜
翁
駆
多

▽
同
６０
♂
級
②
岩
村
隆
斗

（く
し
ま
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ス
）
▽
同
６５
計
超
級
①
前

田
真
班
宍
宮
り
●
―
ス
ト
）▽
同
ち
十

４５
辞
″怒
漸
野
雲
興
報
３
▽
同
茎
十

４８
計
縁
③
田
原
優
花
（宮
崎
イ
ー
ス
ト
）

蛉客g株奮闘
1蜀独宅毛多オ

焦〈∽ 爺 さ輝 味 ρ

入
念
に
精
査
し
、
賞
候
補
を
絞
り
込
ん
で
い
く
富
日
ジ
ュ
ニ
ア
展

審
査
員
ら
■
２０
日
午
前
、
宮
崎
市

・
高
岡
小
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日
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ご
津
出
陽
花

（同
）
▽
中
堂
生
十
「野
邊
な

つ
み
兌
方
３
ｔ

竹
一属
莉

天
東

２
年
）
武
内
歩
理

（
福
島
３
年
）
田
中

ふ
れ
あ
い
楽
し
み

本
城
小
５
年
　
本
田
　
　
陸

わ
た
し
は
、
今
ま
で
は
ず
か
し

が
り
や
で
し
た
。
で
も
、
今
は
ち

が
い
ま

す
。

前
は
自
分
か
ら
、
人
や
友
達
に

話
し
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
〈
こ
‘
１
年
生
と
遊
ん
だ
り
、

自
分
か

つヽ

「
、ヽ
っ

レヽ
ょ
に
達
一一一う

‐
」
な
だ
）言
え
る
の
で
、
ま
る
で

自
分
が
変
わ

っ
た
よ
う
に
思
う
こ

と
も

あ
り
ま
す

。
　

　

　

　

　

　

　

て
い
る

か
ら

で

す
。

し
み

な
こ
と
で
す
。
ど
れ
だ
け
、

つ
ら
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
昼
休
み
に
こ
の

２
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
と
て

も

楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ほ

か
の
人
と
親
し
ん
で
、
こ
の
学
校

の
み
ん
な
と
仲
良
く
な
り
た
い
て

す
ｏ
　

　

　

　

　

　

（串
間
市
）

は
ず
か
し
が
り
や
を
、
必
死
に

な
お
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
そ
ん
な
こ
と
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
ｃ
ど
ん
ど
ん
人
に
な
れ
て
き

わ
た
し
は
、
こ
の
ご
ろ
下
学
年

と
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
外

で

遊
ん

で

い
る

１

年
生

を

見
て
、

「話
し
か
け
て
み
よ
う
―
」
と
思

う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

特

に

今

、

仲

が

良

い

１
年

生

は
、
わ
だ

い
う
花
さ
ん
、
わ
た
な

べ
り
あ
さ
ん
で
す
。
と

て
も
か
わ

い
い

な
ぁ
と
す

っ
こ
思

っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
２
人
と
楽
し
く
遊
ぶ

こ
と
が
、
事
校
に
行
く
う
え
で
楽

2_」 4フ隻〔王成29年)4月 22日  日曜日

日

多い゙
駆   '・ .

教育に新聞を

H29。

te17.

ttr)

自然の恵みが いっクゴい。 日
南市の大 島で愛好家が ノル デ
イックウオーキ ング散策。
■ ■ ■

特産甘藷 (かん しょ)の理解

南・串間

― ―
最高のお手本。 日南振徳高
地域農業科生 34人が 日南市内
の新規就農者 3人を訪問。
■ ■ ■

2E116年 (平
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